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租税法概説〔第2版〕

『租税法』といえば，なんだか大事そうな科目ではあるけれど，定番の体系書は恐れ多く，
なかなかハードルが高い……と思われる方もいらっしゃるのではないでしょうか。
本書は，「民法や商法を学ぶだけでは，実社会で生きている法の学習は完成しない。租税は

取引を実行するにあたり不可欠のコストであり，弁護士も，大規模なクロスボーダー取引から個人の相
続の分野に至るまで，租税法の知識なく法律事務の処理を全うすることはできない」ことを前提に，本
文 350頁の（比較的）コンパクトな中に，租税法のできるだけ広い範囲をカバーしています（「　」内
は初版はしがきの抜粋）。また，裁判所に持ち込まれる租税事件は，先例のない難しい法律問題が含ま
れていることも多く，基礎理論を抜きにして紛争解決は不可能です。研究者と弁護士，双方の先生にご
執筆いただいた本書を読むと，理論と実務が相互に影響を及ぼし租税法学を発展させていることがよく
理解できます。
　一通り法律学を学び，さらに発展させたいすべての方におすすめの 1冊です。（AO）
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メリハリのきいた紙面で租税法を学ぶ！


